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本号では、『炎に絵を』を取り

上げました。初出は、『オール讀

物』1966年5月号～8月号です。

陳舜臣さんが直木賞を受賞した

のは、1968年の下期、第60回でし

たが、『炎に絵を』は、その2年

前、1966年の下期、第56回の候補

にノミネートされています。

出版芸術社『炎に絵を』の巻末、

「『炎に絵を』の時代」に陳さん

の興味深い文章が載っています。

下に抜粋引用いたしました。

右は、1993年6月2日付毎日新聞

に載った新刊紹介記事です。→

(編集委員 橘雄三)

『
炎
に
絵
を
』
は
一
般
小
説
誌
最
初
の
連
載

こ
の
作
品
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』
に
昭
和
四
十

一
年
五
月
号
か
ら
八
月
号
ま
で
連
載
し
た
も
の

で
あ
る
。
当
時
、
ミ
ス
テ
リ
ー
専
門
の
『
宝
石
』

と
い
う
雑
誌
が
あ
り
、
私
は
そ
れ
に
連
載
し
た

こ
と
は
あ
る
が
、
檜
舞
台
と
も
い
う
べ
き
一
般

小
説
誌
で
の
連
載
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
っ

た
。
四
十
二
歳
の
私
は
、
初
登
板
の
投
手
の
よ

う
に
意
気
込
み
、
丹
念
に
メ
モ
を
つ
く
り
、
は

や
る
心
を
抑
え
な
が
ら
書
き
は
じ
め
た
こ
と
を

お
ぼ
え
て
い
る
。

『
炎
に
絵
を
』
『
阿
片
戦
争
』
は
同
時
執
筆

私
は
す
で
に
小
説
『
阿
片
戦
争
』
を
書
き
は

じ
め
て
い
た
。
二
千
八
百
枚
に
及
ぶ
長
編
の
書

き
下
ろ
し
で
、
私
に
と
っ
て
最
も
忘
れ
難
い
仕

事
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
平
行
し
て
書
い
た
ミ

ス
テ
リ
ー
の
『
炎
に
絵
を
』
も
、
作
者
と
し
て

深
い
愛
着
を
か
ん
じ
る
作
品
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
を
書
く
た
め
に
作
家
に

私
は
物
書
き
に
な
る
前
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
近

現
代
史
に
関
心
を
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
と
資
料
を

集
め
て
い
た
。
書
く
テ
ー
マ
は
お
の
ず
か
ら
そ

の
方
面
に
し
ぼ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
言
い

か
え
る
と
、
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
を
書
く
た
め

に
作
家
に
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

ア
ヘ
ン
戦
争
に
取
組
ん
で
い
た
た
め
、
私
の

思
考
回
路
は
、
日
中
戦
争
よ
り
や
や
さ
か
の
ぼ
っ

た
時
代
に
合
わ
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
『
炎
に

絵
を
』
も
、
辛
亥
革
命(
一
九
一
一)

を
背
景
に

し
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
展
す
る
。

分
類
が
嫌
い
、
分
類
で
き
な
い
も
の
が
理
想

評
論
家
は
私
の
仕
事
を
、
歴
史
と
ミ
ス
テ
リ
ー

の
二
つ
の
流
れ
を
も
つ
と
解
説
し
て
い
る
よ
う

だ
。
私
に
し
て
み
れ
ば
、
両
者
を
あ
ま
り
は
っ

き
り
と
分
類
し
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ
る
。
そ

れ
よ
り
も
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
近
現
代
と
、

そ
れ
以
前
の
時
代
を
扱
っ
た
も
の
、
と
い
う
分

け
方
の
ほ
う
が
納
得
で
き
る
。

一
方
で
、
私
は
家
業
で
あ
っ
た
貿
易
に
も
こ

だ
わ
り
を
も
ち
、
『
炎
に
絵
を
』
の
背
景
に
も
、

貿
易
や
家
業
が
か
ら
ん
で
い
て
、
作
者
と
し
て

は
謎
解
き
だ
け
の
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
な
い
つ
も

り
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
松
本
清
張
氏
の
出
現
で
、
「
社

会
派
」
ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
こ
と
が
、
し
き
り

に
叫
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
た
い
す
る
の
が
、

「
本
格
派
」
で
、
私
な
ど
は
後
者
に
分
類
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
。
ど
う
も
私
は
分
類
が
き
ら
い

で
あ
る
。
分
類
で
き
な
い
も
の
が
理
想
で
は
な

い
か
、
と
い
う
気
持
ち
が
私
に
あ
っ
て
、
『
炎

に
絵
を
』
を
書
い
た
こ
ろ
も
、
そ
ん
な
こ
と
を

強
く
意
識
し
て
い
た
。
一
種
の
挑
戦
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

直
木
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

挑
戦
が
成
功
し
た
か
ど
う
か
、
作
者
に
は
わ

か
ら
な
い
が
、
ミ
ス
テ
リ
ー
・
マ
ニ
ア
に
も
案

外
好
評
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
こ
の
作
品
は

第
五
十
六
回
の
直
木
賞
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
か
ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
と
し
て
の
ひ
ろ
が
り

も
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
九
三
年
四
月

六
甲
山
房
に
て

陳
舜
臣

小
見
出
し
は
編
集
委
員
の
加
筆

出版芸術社版表紙
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『炎に絵を』 登場人物 ＆ 内容紹介ほか

●
葉
村
省
吾

主
人
公
。
化
学
薬
品
を
製
造
販
売
す
る
サ
ク
ラ
商
事
の

社
員
。
こ
の
た
び
、
神
戸
支
店
に
転
勤
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
直
前
に
、

六
歳
で
南
方
か
ら
引
き
揚
げ

●
葉
村
一
郎

一
九
一
八
年
生
ま
れ
。
省
吾
の
異
母
兄
。
私
大
で
経
済

史
を
教
え
て
い
る
が
、
こ
こ
七
年
あ
ま
り
、
療
養
生
活

●
葉
村
伸
子

一
郎
の
妻
、
四
十
歳
に
な
る
中
学
の
教
師

●
葉
村
順
子

一
郎
・
伸
子
の
娘
、
高
校
一
年
生

●
葉
村
鼎
造

号
は
康
風
。
一
八
八
五
年
生
ま
れ
。
一
九
四
四
年
、
省

吾
が
九
歳
の
時
、
死
亡
。
南
方
で
事
業
を
し
て
い
た
。
二
度
結
婚
。
一

郎
の
母
は
、
一
郎
が
中
学
二
年
の
時
、
死
亡
。
省
吾
の
母
は
省
吾
を
産

ん
で
間
も
な
く
死
亡
。
■
清
朝
末
期
、
日
本
へ
亡
命
中
の
革
命
家
た
ち

が
調
達
し
た
資
金
を
横
領
、
そ
れ
を
も
っ
て
南
方
へ
逃
げ
た
と
さ
れ
て

い
る

●
呉
練
海

中
国
か
ら
日
本
へ
、
革
命
資
金
を
受
け
取
り
に
や
っ
て
来

た
革
命
家
。
花
隈
の
芸
者
を
妻
に
し
た
と
の
噂
が
あ
る

●
岡
本
庸
助

サ
ク
ラ
商
事
神
戸
支
店
長

●
服
部
三
絵
子

サ
ク
ラ
商
事
事
務
員
。
花
隈
育
ち
。
母
は
花
隈
の
芸

者
。
母
が
残
し
た
ア
パ
ー
ト
を
経
営
し
て
い
る

●
春
名
甚
吉

サ
ク
ラ
商
事
の
顧
問
会
計
士

●
山
本
国
彦

ｋ
大
学
文
学
部
助
教
授
、
郷
土
史
を
研
究

●
汪
志
昇

汪
氏
の
父
は
神
戸
華
僑
の
大
立
者
だ
っ
た
。
空
襲
を
免
れ
、

多
く
の
古
文
書
を
所
蔵

●
あ
か
ね
小
母
さ
ん

花
隈
の
昔
を
知
る
。
六
五
歳

●
お
は
る
婆
さ
ん

花
隈
の
昔
を
知
る
。
七
〇
歳
を
越
し
て
い
る

●
橋
詰
練
太
郎

帰
化
し
た
中
国
人
。
京
都
の
豪
邸
の
主
人
。
既

に
死
去

●
橋
詰
諏
訪
子

練
太
郎
夫

人
。
日
本
人

●
植
原
夫
婦

橋
詰
邸
の
管

理
人
夫
婦

主
な
登
場
人
物
紹
介

最
後
、一
部
、違
っ
て
き
ま
す

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
主
人
公
・
葉
村
省
吾
が
、
余

命
少
な
い
兄
か
ら
、
「
父
は
、
辛
亥
革
命
の
際
に

革
命
資
金
を
拐
帯
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

か
い
た
い

汚
名
を
は
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
を
う
け
、

調
査
を
開
始
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

読
者
は
、
主
人
公
が
「
父
の
汚
名
を
晴
ら
す
」

べ
く
、
調
査
を
重
ね
真
実
に
辿
り
着
く
、
と
い
う

筋
を
思
い
描
い
て
読
み
進
み
ま
す
が
、
大
宮
虎
城

著
『
邯
鄲
の
夢
』
の
記
述
や
、
華
僑
の
蔵
の
古
文

か
ん
た
ん

書
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
ガ
リ
版
刷
り
の
「
当
世

花
隈
お
ん
な
気
質
」
か
ら
、
ま
だ
、
半
分
も
読
み

か

た

ぎ

進
ん
で
い
な
い
の
に
、
革
命
資
金
拐
帯
の
真
相
が

見
え
て
き
ま
す
。
「
え
っ
、
も
う
解
決
？
」
と
首

を
か
し
げ
て
い
る
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
二
転
三

転…

。
驚
き
の
真
相
に
辿
り
着
き
ま
す
。
題
の

「
炎
に
絵
を
」
は
、
共
犯
者
を
救
お
う
と
す
る
、

一
種
の
ダ
イ
イ
ン
グ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

『
邯
鄲
の
夢
』
■
陳
舜
臣
さ
ん
は
、
作
中
、

か
ん
た
ん

「
著
者
の
大
宮
虎
城
は
、
孫
文
た
ち
の
シ
ン
パ
で
、

当
時
の
思
い
出
を
か
い
た
の
が
、
『
邯
鄲
の
夢
』

で
す
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
宮
崎
滔
天
著
『
三
十
三
年

と
う
て
ん

の
夢
』
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
宮
崎
滔
天
の
本
名
は
虎
蔵(

寅
蔵
と
も)

で
す
。

と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
『
三
十
三
年
の
夢
』

に
同
じ
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
革
命
資
金
の
「
拐
帯
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
に

類
す
る
こ
と
は
い
く
つ
も
例
が
あ
る
よ
う
で
す
。

孫
文
自
身
、
似
た
よ
う
な
疑
い
で
批
難
追
及
を
受

け
て
い
ま
す
。

感
想
文
１
■
亡
き
父
の
横
領
事
件
の
汚
名
を
晴
ら

す
べ
く
神
戸
で
真
相
を
探
る…

と
い
う
話
な
わ
け

だ
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
ト
ン
ト
ン
拍
子
す
ぎ
る

前
半
の
調
査
行
は
ど
う
考
え
て
も
ご
都
合
主
義
で
、

で
こ
れ
が
名
作
と
言
わ
れ
て
る
か
ら
に
は
た
ぶ
ん

そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
な
あ
、
と
思
っ
た
ら
や
っ
ぱ

り
そ
う
だ
っ
た
。
真
犯
人
も
当
時
な
ら
衝
撃
的
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
も…

今
の
時
代
、
驚
く

に
は
値
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
作
品
だ
け
れ
ど

も
、
全
編
を
通
し
て×

×

テ
ー
マ
を
重
ね
合
わ
せ

る
趣
向
や×

×

を×
×

×
×

に
見
せ
か
け
る
あ
た

り
は
よ
く
で
き
て
る
な
あ
と
感
心
は
す
る
。

感
想
文
２
■
著
者
の
本
は
あ
ま
り
ミ
ス
テ
リ
ー
ミ

ス
テ
リ
ー
し
て
い
な
い
の
で
そ
う
い
う
の
を
読
み

な
れ
て
い
な
い
人
で
も
気
軽
に
読
め
る
と
い
う｢

魅

力｣

を
感
じ
ま
す
。
た
だ
し
、
ミ
ス
テ
リ
ー
マ
ニ
ア

の
人
に
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
欠
点

を
持
っ
て
い
る
本
で
も
あ
り
ま
す
が…

。
基
本
的

な
展
開
と
し
て
は
、
と
ん
で
も
な
い
事
実
が
最
後

に
露
呈
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
読
者
に
と
っ
て

そ
れ
は｢

あ
ま
り
に
酷｣

と
感
じ
る
結
末
で
す
。

ネ
ッ
ト
で
拾
っ
た
『
炎
に
絵
を
』
の
感
想
文

集英社文庫版表紙

宮崎滔天 岩波文庫

『三十三年の夢』より

『
炎
に
絵
を
』
あ
ら
す
じ
並
び
に
補
足
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『オール讀物』に、はやる心を抑えながら書きはじめた 『炎に絵を』

■
『
炎
に
絵
を
』
の
記
述

家
柄
な
ど
と
い
う
の
は
、
現
代
で
は
一
片
の
ナ
ン

セ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
あ
る
歌
舞
伎
役
者
が
、
子
ど

も
ま
で
産
ま
せ
、
実
質
的
に
は
妻
で
あ
っ
た
女
性
を
、

家
柄
が
ち
が
う
と
い
う
の
で
、
な
が
い
あ
い
だ
入
籍

さ
せ
な
か
っ
た
話
が
あ
る
。
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
も
い

い
と
こ
ろ
だ
。
人
間
性
へ
の
冒
涜
と
い
っ
て
も
よ
い
。

ぼ
う
と
く

歌
舞
伎
役
者
だ
っ
て
、
む
か
し
は
河
原
乞
食
と
さ
げ

す
ま
れ
、
な
み
の
人
間
以
下
に
扱
わ
れ
て
い
た
で
は

な
い
か
。
な
に
が
家
柄
だ
！

何
も
、
歌
舞
伎
の
世
界
を
持
ち
出
さ
な
く
て
も
よ

い
と
こ
ろ
に
こ
の
話
を
置
い
て
い
ま
す
。(

出
版
芸

術
社
版
『
炎
に
絵
を
』
p.
107)

■
ま
た
、
『
宝
石
』
昭
和
38
年
９
月
号
、
「
あ
る
作

家
の
周
囲―

陳
舜
臣
篇
」(

p.
105)

で
、
演
劇
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

観
る
の
は
好
き
。
た
だ
し
、
歌
舞
伎
は
き
ら
い
で

す
。
世
襲
制
度
の
わ
ざ
に
反
感
を
も
ち
ま
す
。
人
間

と
し
て
、
自
分
の
意
思
で
選
ん
だ
仕
事
に
う
ち
こ
む

こ
と
が
貴
い
の
で
す
。
世
襲
は
、
ど
ん
な
に
美
し
く

て
も
、
人
間
的
で
は
な
い
。

後
年
、
「
寛
容
大
度
」
と
言
わ
れ
た
陳
舜
臣
さ
ん

で
す
が
、
『
炎
に
絵
を
』
で
の
記
述
と
い
い
、
『
宝

石
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
の
答
え
と
い
い
、

若
か
り
し
時
代
の
陳

さ
ん
は
、
な
か
な
か

頑
な
で
す
。

歌
舞
伎
は
き
ら
い
で
す
！

若
い
頃
の
陳
舜
臣
さ
ん
、結
構
、頑
な

か
た
く

「炎に絵を」は『オール讀物』に1966年5月号から8月号まで、４回にわたって連載されました。単行本『炎

に絵を』で、Ⅰ章～Ⅳ章になっているのも、もとの掲載誌の単位、月毎に一つの章ということです。

これも古本屋で見つけました。定価140円、購入価格2200円。 （編集委員 橘雄三）

「
炎
に
絵
を
」
連
載
第
二
回
が
掲
載
さ
れ
た

『
オ
ー
ル
讀
物
』
昭
和
41
年
６
月
号
の
表
紙

同
号
の
目
次

下
高
原
健
二
挿
画

同
号
、「
炎
に
絵
を
」
第
２
回
、連
載
頁

挿
画
は
下
高
原
健
二
。
花
隈
の
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手
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お
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る
婆
さ
ん
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、
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馬
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立
原
正
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、
小
島
政
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、
田
村
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次
郎
、
城
山
三
郎
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黒
岩
重
吾
、
柴
田
錬
三
郎
の
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

そ
う
そ
う

神
戸
財
界
の
長
老
、
為
津
荘
吉

を
訪
問
し
た
葉
村
省
吾
と
服
部

三
絵
子



旧暦9月9日、重陽の節句には、むかし中国では一

家そろって『登高』する習慣があった。それほど高

い山に登るのではないらしいが、そこで野宴をひら

き、菊花を酒にうかべる。そのとき紅い茱萸を髪に
ぐ み

さして、厄払いをしたといわれている。ごく近年ま

でこの風習は残っていたはずだ。

一家そろって登山するので、一人でも欠けている

と、その人のことが思い出されるのはとうぜんであ

ろう。

王維の詩に、「遙知兄弟登高処 徧插茱萸少一人」

という句がある。旅に出て重陽の節句の日に、遙か

故郷をしのんで、兄弟たちはいまごろ例年のように、

茱萸の実をかざして山に登っているだろうが、その

場には私一人欠けている、かなしいことだ。という

意味なのだ。

杜甫にも「重陽独酌盃中酒 抱病起登江上台」と

か、「万里悲秋常作客 百年多病独登台」といった

重陽の句がある。いずれも旅中の作で、おそらく山

に登って故郷を想ったのであろう。

このような風習によるイメージがあるので、中国

人にとっては登山ということが、すぐ望郷の念につ

ながる。

武夷登山会はことしで満30年を迎えた。武夷は中

国福建の名山である。名茶の産地であり、大儒朱熹

ゆかりの地でもあるが、われわれの先輩がこのよう

な難しい字をわざわざ登山会の名につけたのも、そ

こに望郷の念がつよくうごいていたのであろう。

東洋では西洋のアルピ

ニストのように、山を征

服するという思想はなかっ

た。自然と敵対関係をも

つのではなく、むしろ崇

拝してきた。中国の五台

山や日本の高野山など、

いずれも霊地とされてき

た。わが再度山も山上近

くに大竜寺がある。弘法

大師が二度この山に登っ

たのが『再度山』の名の由来であるときくが、入唐

求法の弘法大師は、中国とは縁が深い。その名僧に

ゆかりのある再度山に、大ぜいの華僑が登っている

ことは、なにかの象徴のように思える。

30数年まえに武夷登山会が創立されたとき、私は

まだ子どもであったが、父に連れられてよくこの山

に登った。再度山は私の少年時代の思い出にもつな

がるが、この山麓に居を移して2年来、ほとんど毎

日登るようになった。運動不足解消のためであるが、

ただそれだけではない。

この会がますます発展することを、会員の一人と

して祈願してやまない。

2021.12.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.54 ＜ ４ ＞

陳舜臣さん、直木賞受賞祝賀会の写真(於：灯籠茶屋)見つかる！

現在の灯籠茶屋

（写真は編集委員）

神戸武夷登山会機関紙『三十週年紀念刊』(1969年5月発行)に掲載された、陳舜臣さんの文章並びに同年２

月撮影の写真「直木賞受賞祝賀会 於：再度山灯籠茶屋前」を紹介いたします。 （編集委員 橘雄三）

江戸川乱歩賞
直 木 賞

受賞作家 陳 舜 臣は活字にないので、文中、「夷」で

代えさせていただきました。(編集委員)

い

「作家陳舜臣先生 直木賞受賞祝賀会」
於：再度山灯籠茶屋前 1969.2.2 撮影

前列右から陳徳仁氏、父・陳通氏、ご本人
立っている人、左から３人目、弟・陳仰臣氏


